
■言葉の素性■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 319 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：6/6 八島花 PJT 第 1 回街歩き勉強会（あと 2 名）  

 

八島花（やつしまはな）プロジェクトとは、墨田区の墨東エリアの土地建物の保存と継承に取り組む活動です。 

主に古民家（ほぼボロ屋）の古さとボロさを生かし、新たな文化を創造し、現代社会における土地建物の継承に

チャレンジする取り組みです。 

この度、プロジェクトを担う財団法人の設立準備と連動して、街歩き＋勉強会を開催することにいたしました。 

■スケジュール 

15 時 集合：京成曳舟駅東改札口 

15～17 時 街歩き：参加費 1,000 円 

17～19 時 交流勉強会：京島駅（まちの駅。墨田区京島 3-50-12） 

19～21 時 交流食事会：京島駅 

21 時 解散 

■街歩きコース 

■勉強会の内容 

前半：事業説明＋Q&A 

講師：後藤大輝 八島花文花財団準備室チーム 

後半：みんなで地主 

講師：松村拓也 日本土地資源協会 

■夕食会 19 時から 

商店街惣菜で夕飯 

会費は別途 1000 円くらいで 

21 時終了予定 

■募集人数：８名（先着順） 

 



★実は定員まであと 2 名 先着順ですので、興味のある方はこのメールに返信してください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：言葉の素性 

 

「現代の土地所有者には、なぜ地主の自覚が無いのか？」･･･素朴な疑問から始まった「地主の学校」の執筆は、

「地主制度が廃止され、土地所有者に変化したから」と論じることで、ひとまず完了した。 

そして、身近な友人 10 名ほどにお願いしたその査読が、いよいよ締め切りの月末を迎え、戻って来始めた。 

誤字脱字はもちろんのこと、論旨の分かりづらい点など、いずれも真っ赤に添削されているのだが、一つ看過で

きない指摘があった。 

それは「地主の学校というけれど、そもそも地主について学びたいなどと、多くの人は思わないのではないだろ

うか？」という疑問だ。 

確かに僕は、「所有者から地主になろう！」と言ってるくせに、「地主」や「所有」についてきちんと検証したわ

けではない。 

これらの言葉に対し、僕が持っている「疑問」や「イメージ」を読者と共有することから始めなければ、共感を

得られるはずがない。 

・ 

そこでまず、「地主」を wikiで調べてみた。 

「地主」という言葉は、「じぬし」でなく「じしゅ」と読まれ、その用例は８世紀ごろからあるようだが、制度上

の正式名称としては１０世紀ころ「地主職（じぬししき/じしゅしき）」と呼ばれる職として世襲されるようにな

ったらしい。 

この言葉は１４世紀ころに他の言葉（下司職など）に吸収され消滅したが、１２世紀ころに生まれた「名主職（み

ょうしゅしき）」が土地の個人所有でなく年貢などを徴収する荘園経営の役割を表すようになり、「名主」を統率

する「大名」という言葉も現れた。 

「名主」はあくまで中間管理職だったが、武士が「大名」として領地を統治するようになると荘園は消滅し、太

閤検地で「名主」も消滅することになる。 

・ 

そして江戸時代になると、村落にある程度の自治を付与し、「村役人」や「庄屋」が任命され、東日本の多くの地

域で、村役人の筆頭を名主と呼ぶようになった。 

結局、明治維新で廃止された「地主制度」とは、概念的な言葉に過ぎず、実際の制度改革は地域ごとに様々な言

葉が使われた。 

こうして調べてくると、地主という言葉は正式にはほとんど使われず、「土地を貸し付けて、それで得た地代（つ

まり「土地の貸し付け料」）を主たる収入として生活する人のこと」として定着したのは「明治維新以後のこと」

と言える。 

「地主から所有者に変化した」という僕の論理は、明らかに間違いであり、むしろ現代社会が生み出した「土地

収益で財を成す特権階級」と言う方がふさわしいかもしれない。 

・ 

次に調べた「所有」については、更に驚いた。 

「所有」の読みは「しょゆう」でなく「あらゆる」だ。 

「語源由来大全」というサイトによれば・・・ 

「あらゆる」は動詞「有り」の未然形「あら」に奈良時代に使われていた可能の助動詞「ゆ」の連体形「ゆる」



がついたものです。 

「ゆる（ゆ）」は、奈良時代以降は用いられておらず、「あらゆる」や「いわゆる」など、成句的なものにのみ残

存しています。 

漢文では「所有」が「存在しうる限りの」という意味で用いられており、「あらゆる」は「所有」を訓読して生じ

た言葉とされています。 

･･･つまり、かつて中国から入ってきた「所有」という言葉は「しょゆう」でなかったことになる。 

「所有（あらゆる）」、「所謂（いわゆる）」は、確かに文字と読みが対応しており、この説明には頷ける。 

・ 

そこで今度は、google 翻訳を試してみると、「中国語：所有⇒日本語：すべて」となるが、「日本語：所有⇒中国

語：擁有的」となる。 

つまり、「所有（しょゆう）」に対応する中国語は「擁有」であり、「漢字を使った日本語」ということになる。 

それでは、「所有（しょゆう）」という言葉はいつ頃から使われるようになったのか。 

もしかすると明治維新の頃、福沢諭吉などが取り組んだ翻訳作業の一環で生まれた言葉かもしれない。 

そこでついに、僕は facebookでこう呼びかけた・・・ 

誰か教えて！ 

【所有(しょゆう)】って言葉、いつごろ誰が作ったの？ 

ひょっとして明治時代福沢諭吉とか？？ 

・ 

そしたらなんと、友人の「杉本浩一氏（感謝の実名！）」が答えを見つけてきた・・・ 

「明治時代、西洋の言葉を翻訳するために生まれた言葉で、そのまま中国に逆輸入されている「和製漢語」の一

覧の中に「所有」ありました。」 

http://www5b.biglobe.ne.jp/~shu-sato/kanji/waseikango.htm 

こちらには、「オーナーシップ」を訳した言葉、とあります。 

さらに、「所有権」という単語は、中国の外来語辞典に載ってるとのこと。 

松村さんビンゴですね。 

ただこれ以上詳細は見つけられず。 

改めて、とんでもない翻訳作業だったんだなと再認識しました 

http://www.honyaku-tsushin.net/ron/bn/maiji.html 

・ 

今回の出来事が教えてくれたのは、言葉の素性（どうやって生まれたか）の大切さだ。 

現在行われる過去の説明には、その時代に存在しなかった言葉も使われていることが多い。 

つまり、昔のことを今の知識と目線で語っており、決して当時の議論ではない。 

ましてや、「所有」のように外国語の翻訳として生まれた言葉は、「言葉だけ」でなく「考え方そのもの」を輸入

したことを忘れてはならない。 

今日僕は、「地主」と「所有」の素性を知ったことで、迷うことなく「地主の学校」の書き直しに着手した。 

 

http://nanoni.co.jp/20210531/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 



■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）06/01 ■〇いづみ作業日 09-17 時 

 09-17 時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

 20-22 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 6 月例会（リモート） 

（水）06/02 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（木）06/03 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（金）06/04 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（土）06/05 ■〇笑恵館作業日 09-21 時 

 09-17 時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

（日）06/06 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

   15-21 時 ★八島花 PJT 第 1 回 街歩き勉強会（京島） 

（月）06/07 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

■その後の予定 

06/08 10-17 時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

06/10 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

06/10 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

06/10 19-21 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

06/12 09-17 時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

06/17 13-17 時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

06/17 18-20 時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

06/24 10-12 時 △HFA定例会（渋谷） 

06/24 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

07/01 20-22 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 7 月例会（リモート） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 



〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


